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2023年３月期第２四半期の連結業績予想と実績値との差異、通期連結業績予想の修正、 

剰余金の配当(中間配当)および期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

2022年５月16日に公表しました2023年３月期第２四半期の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が

生じるとともに、最近の業績の動向等を踏まえ、2023 年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において2022 年９月30日を基準日とする剰余金の配当(中間配当)を決議す

るとともに、2023 年３月期の期末配当予想を修正することといたしましたので、併せてお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．連結業績予想について 

（１）2023年３月期第２四半期連結業績予想と実績値との差異(2022年４月１日～2022年９月30日) 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四 半 期 

純 利 益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 6,000 1,050 1,100 850 
円 銭 

72.28 

今 回 実 績（Ｂ） 6,675 1,731 2,093 1,513 128.69 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 675 681 993 663 ― 

増 減 率（％） 11.3 64.9 90.4 78.1 ― 

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2022 年 3 月期第 2 四半期) 
3,632 630 679 526 44.76 



（２）2023年３月期通期連結業績予想の修正(2022年４月１日～2023年３月31日) 

（単位：百万円） 

 

 

（３）差異及び修正の理由 

 2023 年３月期第２四半期累計期間の連結業績につきましては、医療用及び産業用の光測定器の販売が好

調に推移したこと、為替が想定よりも円安に推移したことなどにより、売上高、営業利益、経常利益及び

親会社株主に帰属する四半期純利益は予想を上回りました。 

 2023年３月期通期の連結業績予想につきましては、2023年３月期第２四半期累計期間の実績、及び第３

四半期以降の当社グループを取り巻く経営環境を考慮して、前回公表した業績予想を上方修正いたします。 

 なお、業績予想の前提となる為替レートは、１米ドル135円に変更しております。 

 

２．剰余金の配当(中間配当)および期末配当予想の修正 

（１）剰余金の配当(中間配当)の内容 

 
決 定 額 

直近の配当予想 

（2022年５月16日公表） 

前期実績 

（2022年３月期中間配当） 

基  準  日  2022年９月30日 2022年９月30日 2021年９月30日 

１株当たり配当金 30円00銭 20円00銭 15円00銭 

配 当 金 総 額 352百万円 － 176百万円 

効 力 発 生 日 2022年 12月５日 － 2021年 12月６日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

 

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

当 期 

純 利 益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 12,000 2,100 2,200 1,700 
円 銭 

144.55 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 15,200 3,700 4,000 3,000 255.09 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,200 1,600 1,800 1,300 ― 

増 減 率（％） 26.7 76.2 81.8 76.5 ― 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 2 年 3 月 期 ) 
8,890 1,642 1,948 1,656 140.87 



（２）期末配当予想の修正 

 
１株当たり配当金（円） 

第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（2022 年５月 16 日発表） 
20円00銭 20円00銭 40円00銭 

今 回 修 正 予 想  30円00銭 60円00銭 

当 期 実 績 30円00銭   

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 
15円00銭 25円00銭 40円00銭 

 

 (３)修正の理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つとして認識しております。将来の事業展開と

経営基盤の強化のために必要な内部留保を確保しつつも、安定的な配当水準を維持することを基本とし、

収益の状況や財政状態を総合的に勘案して判断しております。 

 上記の方針と本日発表した2023年３月期第２四半期の業績、通期業績見通し及び財政状況を勘案した結

果、中間配当金を前回予想から１株当たり 10 円増配の 30 円とし、期末配当予想につきましても１株当た

り 10 円増配の 30 円に修正いたします。これにより中間配当金を含めた年間配当金は、前期実績から 1 株

当たり20円増配の60円となる予定であります。 

 

※本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

以 上 


